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ムダな二重行政はありません
・病院、大学、高校、美術館、博物館…
　二重行政ですか？いらないですか？
・大阪市をなくさないと解消できないような二重行政はありません。
（例）りんくうゲートタワーとＷＴＣは、バブル期の政策の失敗です。

市民サービスが大きく低下
大阪市廃止・分割のデメリット
①高度で専門的なサービスの提供ができなくなります。②お金がない
から、各区長の判断により、事業や施設が廃止・見直しされます。③
特別区を越えて施設の利用ができなくなります。④重要な街づくりの
権限が減らされ、選挙で選ばれた区長であっても、やりたい街づくり
ができなくなります。⑤一部事務組合には住民の意見は届かなくなり
ます。

変えるべきものは
「制度」ではなく「政策」です

いま必要なのは、膨大な労力や時間を要するような大規模な仕組みの
変更ではなく、区政会議の充実や改正地方自治法による「総合区（今
の行政区よりも権限や財源を持った行政区）」の活用なので住民自治の
強化を図っていくことです。

中
央
区
自
治
体
学
校

＝
９
月
12
日
　
　
　

　

２
学
期
は
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
忙

し
く
さ
れ
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま

す
。
運
動
会
、
体
育

祭
の
練
習
の
真
っ
最

中
と
い
う
方
も
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

疲
れ
は
出
て
い
ま
せ

ん
か
。さ
て
、そ
ん
な

忙
し
い
合
間
を
つ
か

っ
て
、
市
教
青
年
部

チ
ー
ム
も
活
動
し
て

い
ま
す
。
戦
争
法
案

に
反
対
す
る
行
動
を

扇
町
公
園
や
各
方
面

で
の
呼
び
か
け
な
ど

精
力
的
に
動
い
て
い

ま
す
。
少
し
の
時
間

で
も
自
分
の
声
を
あ

げ
る
こ
と
、
そ
れ
が

何
よ
り
大
切
な
こ
と

で
す
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
を
見
て
い
て
、
何

も
で
き
な
い
ま
ま
で

は
始
ま
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
は
な
く
、
同

じ
考
え
を
持
っ
た
人

た
ち
が
集
ま
る
と
大

き
な
パ
ワ
ー
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
少
し

で
も
声
を
あ
げ
た

い
！
と
い
う
方
が
い

た
ら
、
一
緒
に
行
動

し
ま
し
ょ
う
。
今
後

も
大
切
な
国
、
生

活
、そ
し
て
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に

呼
び
か
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
！

　

大
阪
市
教
青
年
部

で
は
、
月
に
１
回
集

ま
っ
て
話
す
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
職

場
で
感
じ
た
こ
と
、

も
ち
ろ
ん
悩
み
だ
け

で
な
く
、
楽
し
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
話
し

ま
す
。「
つ
な
が

り
」
を
大
切
に
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
顔
を
出
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

　

実
り
の
秋
と
と
も

に
充
実
し
た
毎
日
を

お
く
り
ま
し
ょ
う
♪

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
10月

高
潮
・
津
波
で

大
阪
市
水
没
の
危
機

幼
稚
園
民
営
化
反
対

住
民
集
会
、自
治
体
学
校

維新政治に終止符を
防災と都市交通の集い地下鉄

民営化反対
　

鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊

直
後
の
９
月
12
日
、
大

阪
市
を
よ
く
す
る
会
と

大
阪
市
営
交
通
を
守
る

会
が
共
催
し
た
「
防
災

と
都
市
交
通
を
考
え
る

市
民
の
集
い
」
に
は
３

５
０
人
が
参
加
し
、
防

災
問
題
の
第
一
人
者
、

河
田
惠
昭
関
西
大
学
社

会
安
全
学
部
教
授
が
講

演
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
海
、
沼
、

湿
地
帯
（
梅
田
は
も
と

「
埋
田
」）
で
あ
っ
た

大
阪
。
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

地
帯
の
浸
水
災
害
の
長

期
化
や
人
工
島
の
地
盤

沈
下
、
貧
弱
な
地
下
空

間
浸
水
対
策
に
ふ
れ
、

大
阪
市
営
地
下
鉄
の
は

ん
濫
対
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
指
摘
し
ま
し

た
。
●
高
潮
、
津
波
、

洪
水
の
市
街
地
は
ん
濫

危
険
性
が
年
々
、
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
●

市
街
地
の
浸
水
深
が
地

上
約
70
㎝
以
上
に
な
っ

た
場
合
、
地
下
へ
の
浸

水
は
止
め
ら
れ
な
い
。

●
そ
の
結
果
、
全
地
下

鉄
路
線
、
地
下
空
間
が

水
没
す
る
危
険
が
あ

る
。
●
大
阪
市
営
地
下

鉄
は
新
し
い
浸
水
対
策

事
業
を
ま
っ
た
く
実
施

せ
ず
、
放
置
し
て
き

た
。

　

民
営
化
前
に
や
る
べ

き
こ
と
を
具
体
的
に
指

摘
。
○
地
下
鉄
駅
、
路

線
の
浸
水
・
水
没
対
策

を
推
進
す
る
。
○
地
下

鉄
と
連
絡
す
る
キ
タ
や

ミ
ナ
ミ
な
ど
の
地
下

街
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
の
地
上
と
の
出
入

　

市
労
組
連
は
組
合
事

務
所
使
用
を
求
め
る
訴

訟
で
、
最
高
裁
へ
上
告

し
、
受
理
を
求
め
る
要

請
行
動
を
９
月
16
日
夜

行
バ
ス
で
出
発
し
行
い

ま
し
た
。
全
労
連
は
東

京
集
会
を
開
催
し
要
請

団
支
援
の
決
起
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
要
請

団
は
戦
争
法
廃
案
の
国

会
要
請
行
動
に
も
参
加

し
ま
し
た
。

　

市
労
組
連
は
９
月
14

日
、「
大
阪
市
人
事
委

員
会
の
勧
告
に
関
す
る

要
請
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
特
に
09
年
度
か

ら
継
続
し
て
い
る
「
賃

金
カ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
、
府
は
減
額
措
置
を

終
結
し
た
、
大
阪
市
は

平
成
25
年
度
普
通
会
計

決
算
で
２
４
２
億
円
余

の
黒
字
を
計
上
し
て
お

り
、
賃
金
カ
ッ
ト
中
止

を
明
確
に
求
め
る
べ
き

と
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
現
業
職
、
保
育

士
・
幼
稚
園
教
員
の
大

幅
な
賃
金
引
き
下
げ
の

給
料
表
を
作
成
、
強
行

し
た
こ
と
は
、
公
務
員

労
働
者
の
権
利
擁
護
機

関
の
役
割
と
矛
盾
し
て

い
る
と
指
摘
。
保
育
所

・
幼
稚
園
の
人
員
確
保

に
支
障
を
き
た
す
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
と
厳
し

く
指
摘
し
ま
し
た
。
勧

告
が
民
間
労
働
者
の
賃

金
に
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
地
域
経
済

を
元
気
に
し
、
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
勧
告
を

要
請
し
ま
し
た
。

り
口
の
耐
水
化
を
同
時

に
進
め
る
。
○
百
貨
店

や
銀
行
な
ど
の
地
下
通

路
口
の
耐
水
化
も
必
須

で
あ
る
。
○
水
没
災
害

が
起
こ
れ
ば
、
６
カ
月

以
上
、
地
下
鉄
、
地
下

空
間
は
使
用
で
き
な

い
。住

民
投
票
で
の
　

共
同
さ
ら
に
広
げ

　

住
民
投
票
の
結
果
に

も
関
わ
ら
ず
、
橋
下
市

長
は
維
新
政
治
を
引
き

続
き
強
行
し
、
９
・
10

月
市
会
へ
一
度
否
決
さ

れ
て
い
る
統
合
案
件
、

市
バ
ス
地
下
鉄
民
営
化

手
続
き
条
例
案
、
幼
稚

園
９
園
廃
止
・
民
営

化
、
小
中
一
貫
校
開
校

に
よ
る
小
学
校
統
合
な

　

中
央
区
自
治
体
学
校

が
９
月
12
日
、
市
立
玉

造
幼
稚
園
問
題
で
開
か

れ
、
21
日
に
は
新
高
幼

稚
園
に
つ
い
て
の
住
民

集
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
以
下
、
幼
稚
園
部

の
甲
〆
さ
ん
の
報
告
で

す
。

　

２
度
の
議
会
で
の
否

決
に
も
拘
わ
ら
ず
再
び

出
た
市
立
幼
稚
園
の
廃

止
・
民
営
化
条
例
案
。

相
次
い
で
地
域
の
集
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

玉
造
幼
稚
園
の
民
営

化
を
考
え
る
集
会
で
は

会
場
を
増
や
し
て
の
開

催
と
な
り
、
地
域
の
関

心
の
高
さ
を
伺
わ
せ
ま

し
た
。
講
師
の
中
山
徹

さ
ん
（
奈
良
女
子
大

学
）
か
ら
民
営
化
後
の

公
私
連
携
幼
保
連
携
型

認
定
子
ど
も
園
に
つ
い

て
、
話
を
聞
き
ま
し

た
。
幼
保
連
携
型
に
つ

い
て
は
既
に
泉
佐
野
市

な
ど
が
公
立
の
ま
ま
、

子
ど
も
園
に
移
行
し
て

い
ま
す
。
現
場
の
声
を

聞
い
て
い
る
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
行
事
の
も
ち

方
、
保
護
者
会
や
教
員

研
修
の
問
題
な
ど
で
課

題
は
山
積
で
す
。
そ
れ

で
も
泉
佐
野
市
は
公
的

責
任
を
持
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
大
阪
市
は
ど

う
で
し
ょ
う
。公
的
責

任
を
果
た
そ
う
と
い
う

姿
勢
は
伺
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
廃
止
・
民
営

化
の
理
由
に
つ
い
て
は

市
の
財
政
負
担
減
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

市
立
を
減
ら
せ
ば
そ
の

分
地
域
交
付
税
も
減
る

の
で
、
廃
止
す
れ
ば
単

純
に
財
政
負
担
が
減
る

の
で
は
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
公
立
幼
稚
園

は
地
域
の
財
産
で
あ

り
、
あ
り
方
に
つ
い
て

は
地
元
の
皆
さ
ん
が
し

っ
か
り
考
え
議
論
し
た

ら
い
い
、
慌
て
る
必
要

は
な
い
と
。
最
後
に
玉

造
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

の
方
が
「
た
く
さ
ん
の

方
が
玉
造
幼
稚
園
の
こ

と
を
考
え
て
下
さ
っ
て

感
謝
し
ま
す
」
と
発
言

さ
れ
、
幼
稚
園
部
と
し

て
も
同
じ
思
い
に
大
き

く
頷
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
高
小
学
校

で
も
新
高
幼
稚
園
の
民

営
化
を
考
え
る
地
域
住

民
の
集
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
講
堂
一
杯
の
参

加
者
を
見
て
、
公
立
幼

稚
園
は
必
要
と
さ
れ
て

い
る
と
実
感
。
会
場
か

ら
は
現
在
新
高
幼
稚
園

に
子
ど
も
が
在
籍
し
て

い
る
お
母
さ
ん
達
の
涙

な
が
ら
の
発
言
や
、
元

保
護
者
の
方
達
、
町
会

長
は
じ
め
地
域
の
方
達

の
力
強
い
発
言
が
続

き
、
地
域
が
一
体
と
な

り
、
公
立
幼
稚
園
を
守

ろ
う
と
い
う
大
き
な
力

に
、
こ
れ
か
ら
の
闘
い

へ
の
元
気
を
も
ら
う
事

が
出
来
ま
し
た
。

ど
、
民
営
化
、
学
校
つ

ぶ
し
を
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
市
民
の

財
産
の
切
り
捨
て
を
こ

れ
以
上
許
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

住
民
投
票
の
取
り
組

み
の
中
で
、
市
バ
ス
、

敬
老
パ
ス
、
温
水
プ
ー

ル
、
地
域
福
祉
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
に
つ

い
て
幅
広
い
市
民
の
共

同
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

住
民
投
票
の
投
票
広

報
で
４
野
党
が
一
致
し

た
政
策
は
、「
変
え
る

べ
き
は
制
度
で
は
な
く

政
策
、
ム
ダ
な
二
重
行

政
は
な
い
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
は

バ
ブ
ル
期
の
政
策
の
失

敗
、
大
阪
市
廃
止
分
割

の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
低

下
す
る
こ
と
」
で
す
。

こ
の
到
達
点
に
立
っ

て
、「
反
維
新
」
の
共

同
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

集
い
は
最
後
に
、「
市

営
交
通
の
民
営
化
問
題

を
大
阪
市
長
選
挙
の
争

点
に
押
し
上
げ
、
市
民

共
同
の
力
で
民
営
化
へ

の
道
を
断
ち
切
り
、
維

新
政
治
に
終
止
符
を
打

と
う
」
の
ア
ピ
ー
ル
を

確
認
し
ま
し
た
。

賃
金
カ
ッ
ト
や
め
よ 

人
事
委
要
請

事
務
所
訴
訟
　
最
高
裁
要
請

９・10月市会を私物化
都構想宣伝と「改革」推進
○統合案件再提案
　工業研究所、環境科学研究所
　港湾、大学（以上、一度否決）
○市バス地下鉄民営化基本方針は
　議会承認必要とする条例
� （廃止条例提案は市長選挙後）

○幼稚園９園廃止・民営化
　保育所の民間売却
○日本橋中学校区小中一貫校

大阪市住民投票（５月17日）投票広報（抜粋）
公明・自民・OSAKAみらい・共産の市会議員が提出

市労組連

！


